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Ｊ２昇格を決めた栃木ＳＣの新井社長(右)と知事

　

皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
秋
は
、
皆
様
方
の
誠
に
力
強
い

ご
支
援
に
よ
り
、
お
陰
様
で
知
事
と

し
て
二
期
目
の
県
政
を
担
わ
せ
て
も

ら
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
「
嬉
し
さ
三
分
、
責
任
の
重
さ
七

分
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
新
年

を
迎
え
、
改
め
て
使
命
と
責
任
の
大

き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。
職
員
と
と
も
に
、
よ
り
一

層
県
勢
の
発
展
と
県
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
本

年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
高
村
光
太
郎
の
詩
に

長
文
の
「
牛
」
が
あ
り
ま
す
。

　

牛
は
の
ろ
の
ろ
と
歩
く

で
始
ま
り

　

牛
は
平
凡
な
大
地
を
歩
く

で
終
り
ま
す
が
、

　

牛
は
が
む
し
ゃ
ら
で
は
な
い

　

け
れ
ど
も
か
な
り
が
む
し
ゃ
ら
だ

　

邪
魔
な
も
の
は
二
本
の
角
に
ひ
っ

　

か
け
る

　

牛
は
非
道
を
し
な
い

　

牛
は
た
だ
為
た
い
事
を
す
る

　

自
然
に
為
た
く
な
る
事
を
す
る

　

未
来
を
明
ら
か
に
予
感
す
る

と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

　

未
来
を
予
感
し
、
や
る
べ
き
こ
と

を
、
時
に
は
が
む
し
ゃ
ら
に
立
ち
向

か
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

さ
り
と
て
、
世
界
的
不
況
が
一
気

に
押
し
寄
せ
、
あ
っ
と
言
う
間
に
行

く
手
を
遮
ら
れ
て
し
ま
っ
た
今
日
、

大
幅
な
税
収
減
と
ど
こ
ま
で
続
く
か

判
ら
な
い
ぬ
か
る
み
状
態
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。
で
も
へ
こ
た
れ
て
い

る
訳
に
は
参
り
ま
せ
ん
。

　

新
年
の
挨
拶
に
来
ら
れ
た
大
企
業

の
工
場
長
は
「
景
気
の
回
復
を
た
だ

待
つ
だ
け
で
は
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。

輸
出
産
業
と
し
て
は
為
替
レ
ー
ト
の

損
益
分
岐
点
を
今
の
一
〇
五
円
程
度

か
ら
八
〇
円
台
で
も
収
益
が
見
込
め

る
仕
組
み
に
一
刻
も
早
く
転
換
す
べ

く
、
最
大
限
の
努
力
中
で
す
」
と
決

意
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
我
々
も
、
悪
条
件
の
中
に
あ
っ

て
も
、
県
民
の
皆
様
が
ど
こ
で
も
安

全
で
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
栃
木
づ
く
り
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
県
政
経
営
の

基
本
方
針
は
、
既
に
公
表
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
各
々
三
つ
の
重

点
施
策
と
重
点
テ
ー
マ
に
し
っ
か
り

肉
付
け
を
し
、
成
果
を
上
げ
る
べ
く

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
重
点
施
策
の
「
災
害
へ
の

対
応
」
で
は
、
災
害
時
の
拠
点
と
な

る
県
有
施
設
や
県
立
学
校
の
耐
震
化

や
救
急
医
療
体
制
の
構
築
。
「
多
様

化
す
る
児
童
問
題
へ
の
対
応
」
で
は
、

児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
、
被
虐
待

児
や
発
達
障
害
児
等
に
対
す
る
心
の

ケ
ア
体
制
整
備
や
特
別
支
援
学
校
の

施
設
・
機
能
の
充
実
。
「
県
民
文
化

の
継
承
及
び
創
造
へ
の
取
組
」
で
は
、

多
彩
な
文
化
の
振
興
や
新
た
な
県
民

文
化
の
創
造
の
推
進
。

　

重
点
テ
ー
マ
と
し
て
は
「
団
塊
世

代
に
着
目
し
た
„
と
ち
ぎ
“
の
元
気

づ
く
り
」
や
「
ブ
ラ
ン
ド
に
着
目
し

た
誇
り
輝
く
„
と
ち
ぎ
“
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
継
続
し
て
取
り
組
む
他
、

新
た
に
県
民
誰
も
が
参
加
で
き
る
温

暖
化
対
策
や
低
炭
素
社
会
に
向
け
た

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
「
地
球

と
人
に
や
さ
し
い
„
エ
コ
と
ち
ぎ
“

づ
く
り
」
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
県
政
の
舵
取
り

役
を
し
っ
か
り
努
め
て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

栃
木
Ｓ
Ｃ
（
新
井
賢
太
郎

社
長
）
の
Ｊ
リ
ー
グ
２
部

（
Ｊ
２
）
加
盟
を
審
査
す
る

Ｊ
リ
ー
グ
臨
時
理
事
会
が
12

月
１
日
、
東
京
都
内
の
Ｊ
Ｆ

Ａ
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
、
栃
木

Ｓ
Ｃ
が
来
季
か
ら
Ｊ
２
に
昇

格
す
る
こ
と
が
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
２
０
０
０
年

に
Ｊ
Ｆ
Ｌ
に
昇
格
し
て
９
年
、

Ｊ
２
昇
格
を
目
的
に
株
式
会

社
化
し
て
２
年
半
。
関
東
地

方
で
唯
一
空
白
県
だ
っ
た
栃

木
県
に
も
、
悲
願
の
Ｊ
リ
ー

グ
チ
ー
ム
が
誕
生
し
た
。

　

昇
格
会
見
で
新
井
社
長
は

「
一
人
で
も
多
く
の
県
民
の

方
に
サ
ッ
カ
ー
を
見
て
も
ら

い
、
喜
ん
で
ほ
し
い
。
子
供

た
ち
に
夢
を
持
た
せ
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。
そ
の
後
、

佐
藤
悠
介
主
将
ら
と
知
事
を

表
敬
訪
問
。
知
事
は
「
待
ち

に
待
っ
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
。

フ
ァ
ン
の
期
待
は
高
い
。
Ｊ

２
で
思
う
存
分
暴
れ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
た
。

栃
木
Ｓ
Ｃ
、悲
願
の
Ｊ
２

祝 

Ｊ
２
昇
格

さ
ら
な
る
飛
躍
を

初
春
を
迎
え
て
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
下
野
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝

日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
、
東
京
新
聞
、

日
本
経
済
新
聞
、
の
記
事
を
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
計
画
策
定
へ

再選後初登庁し、職員から花束を受け取る福田知事

約140人の高校・大学生の前で話す知事

開所式で表札の除幕をする福田知事(右から２人目)

福
田
富
一
知
事
が
初
登
庁

東奔西走の日々

　

福
田
富
一
知
事
が
県
政
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
う
「
と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー

ラ
ム
（
大
学
版
）
」
が
７
月
５
日
、
宇
都

宮
市
豊
郷
台
の
帝
京
大
学
宇
都
宮
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
学
生
を
対
象
に
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
年
１
回
開
催
し
て
い
る
が
、

今
年
は
帝
京
大
、
文
星
芸
術
大
な
ど
５
大

学
・
短
大
が
参
加
。
今
回
は
さ
ら
に
宇
都

宮
北
高
な
ど
４
校
の
高
校
生
も
初
め
て
参

加
し
、
計
約
１
４
０
人
が
知
事
と
直
接
意

見
交
換
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
伝
統
工
芸
や
次
世
代

型
路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
、
医
療
福
祉
な

ど
幅
広
い
分
野
か
ら
の
発
言
が
相
次
い
だ
。

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
つ
い
て
福
田
知
事
は
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
全
国
で
も
最
多
レ

ベ
ル
の
県
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
「
Ｌ
Ｒ

Ｔ
は
地
球
環
境
に
も
優
し
く
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。
導
入
の
可

能
性
を
探
っ
て
、
導
入
で
き
る
も
の
な
ら

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
計
画
推
進
に

改
め
て
意
欲
を
示
し
た
。

　

11
月
16
日
投
開
票
の
知
事
選

で
再
選
を
果
た
し
た
福
田
富
一

知
事
は
18
日
、
県
庁
に
初
登
庁

し
、
実
質
的
な
２
期
目
の
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
。

　

福
田
知
事
は
午
前
10
時
20
分
、

公
用
車
で
県
庁
前
に
到
着
。
約

５
０
０
人
の
職
員
、
県
議
、
県

民
ら
の
拍
手
の
中
、
女
性
職
員

か
ら
花
束
を
贈
ら
れ
た
福
田
知

事
は
玄
関
前
で
「
内
外
と
も
に

厳
し
い
情
勢
だ
が
、
県
民
の
力

を
結
集
し
誇
れ
る
栃
木
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

こ
の
後
、
県
幹
部
職
員
１
２
０

人
を
前
に
「
景
気
後
退
に
よ
る

県
税
収
減
の
厳
し
い
財
政
の
中

で
も
、
県
民
に
夢
と
希
望
を
与

え
る
社
会
を
築
い
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
述
べ
、
県

民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
質

の
高
い
県
政
の
確
立
や
、
人
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
を
応
援
す

る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
。

　

午
後
か
ら
の
記
者
会
見
で
は

「
前
期
の
４
年
に
比
べ
は
る
か

に
責
任
が
重
い
。
県
民
の
み
な

さ
ん
、
議
会
、
職
員
と
力
を
合

わ
せ
こ
の
難
局
を
乗
り
切
り
た

い
」
と
語
っ
た
。

　

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

の
一
つ
に
県
財
政
の
健
全
化
を

挙
げ
「
来
年
度
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
具
体
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
対
応
方
針
）
を
発
表
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
で
意
見
交
換

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
帝
京
大
学

消
費
者
行
政
相
と
意
見
交
換

全
国
知
事
会

　

イ
チ
ゴ
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
栃

木
県
は
、
「
と
ち
お
と
め
」
に
代
わ

る
新
品
種
開
発
を
目
指
す
た
め
、
イ

チ
ゴ
を
専
門
に
研
究
す
る
全
国
初
の

「
い
ち
ご
研
究
所
」
を
栃
木
市
大
塚

町
に
開
設
し
、
10
月
６
日
開
所
式
が

行
わ
れ
た
。
イ
チ
ゴ
の
総
合
的
な
研

究
拠
点
と
し
て
「
よ
り
実
が
大
き
く
、

甘
く
、
病
気
に
も
強
い
品
種
を
」
を

合
言
葉
に
、
品
種
改
良
に
取
り
組
む
。

　

１
９
９
６
年
に
品
種
登
録
し
た

県民に夢と希望を

「
と
ち
お
と
め
」
の
登
録
期
間
（
15

年
間
）
が
２
０
１
１
年
に
切
れ
、
国

内
外
で
自
由
に
生
産
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
ほ
か
、
他
県
で
新
品
種
が
相

次
い
で
登
場
し
、
産
地
間
競
争
も
激

化
し
て
お
り
、
生
産
者
ら
か
ら
「
ポ

ス
ト
と
ち
お
と
め
」
を
望
む
声
が
強

ま
っ
て
い
た
。

　

開
所
式
で
福
田
知
事
は
「
『
イ
チ

ゴ
王
国
』
の
座
を
こ
の
先
50
年
、
１

０
０
年
と
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
て

い
く
た
め
品
種
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
宣
言
し
た
。

新品種開発に期待
い
ち
ご
研
究
所 

開
所

　

野
田
聖
子
消
費
者
行
政
担
当
相
と
全
国

知
事
会
の
意
見
交
換
会
が
８
月
29
日
、
東

京
都
千
代
田
区
の
都
道
府
県
会
館
で
行
わ

れ
、
福
田
知
事
を
含
む
４
県
の
知
事
が
出

席
。
冒
頭
の
挨
拶
で
野
田
氏
は
「
消
費
者

庁
は
あ
く
ま
で
司
令
塔
。
肝
心
要
の
地
方

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
協
力
を
求
め
た
。

　

全
国
知
事
会
の
代
表
と
し
て
福
田
知
事
、

堂
本
暁
子
千
葉
県
知
事
、
古
田
肇
岐
阜
県

知
事
、
飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事
が
出
席
。

全
国
知
事
会
の
意
向
と
し
て
、
地
方
へ
の

権
限
移
譲
の
推
進
や
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
な
ど
を
要
望
し
た
。

福
田
知
事
は
、
消
費
者
か
ら
の
苦
情
や
問

い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
る
消
費
者
相
談
員

の
確
保
が
難
し
い
こ
と
を
指
摘
。
相
談
員

の
講
習
を
首
都
圏
だ
け
で
な
く
地
方
で
も

開
催
し
て
ほ
し
い
と
求
め
た
。

　

意
見
交
換
会
終
了
後
、
福
田
知
事
は

「
今
後
も
国
の
取
組
み
状
況
を
見
な
が
ら
、

意
見
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

福
田
県
政

福
田
県
政
２
期
目
ス
タ
ー
ト

期
目
ス
タ
ー
ト

福
田
県
政
２
期
目
ス
タ
ー
ト
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福
田
知
事
は
11
月
26
日
、
世
界
的
な
金

融
危
機
の
あ
お
り
で
県
内
経
済
が
急
速
に

悪
化
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、

自
ら
を
本
部
長
と
す
る
「
県
緊
急
経
済
対

策
本
部
」
を
設
置
し
、
総
額
63
億
７
２
０

０
万
円
の
緊
急
経
済
対
策
を
発
表
し
た
。

　

知
事
は
会
見
で
、
「
県
内
企
業
の
多
く

が
資
金
繰
り
に
不
安
を
抱
え
、
雇
用
面
も

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
現
時

点
で
県
と
し
て
で
き
る
も
の
は
網
羅
し
た

と
思
う
」
と
説
明
し
た
。

　

県
独
自
の
対
策
の
う
ち
、
制
度
融
資
を

拡
充
・
強
化
す
る
「
中
小
企
業
の
資
金
繰

り
対
策
」
、
失
業
者
向
け
の
「
緊
急
雇
用

対
策
」、「
中
小
製
造
業
の
受
注
確
保
対
策
」

福田知事に就任あいさつをする足利銀行の
藤沢智新頭取(右)

北関東磐越５県知事会議であいさつする
福田知事

表彰式後、染谷（中央）が北京五輪で獲得した県勢
３２年ぶりの金メダルを手にする福田知事と山崎（左）

東奔西走の日々東奔西走の日々東奔西走の日々

７
月
30
日
大
阪
毎
日
放
送
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

「
オ
ー
サ
カ
キ
ン
グ
」に
出
演
し
、
栃
木
県
を

Ｐ
Ｒ
す
る
福
田
知
事
（
左
）

県 

緊
急
経
済
対
策
63 

億
円

子
育
て
支
援
策
共
通
化
提
案

◇
７
月
４
日　

都
賀
町
立
赤
津
小
視
察
／
現

場
で
の
指
導
の
困
難
さ
改
め
て
認
識
。

◇
７
月
７
日　

三
者
懇
談
会
／
足
銀
対
応
で

「
新
中
期
計
画
に
注
目
し
た
い
」と
知
事
。

◇
７
月
12
日　

と
ち
ぎ
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

日
光
／「
限
界
集
落
支
援
の
仕
組
み
検
討
」

◇
７
月
15
日　

図
上
訓
練
／
「
組
織

で
災
害
対
応
力
の
向
上
に
努
め
て

も
ら
い
た
い
」
と
訓
示
。

◇
７
月
17
日　

横
浜
市
で
全
国
知
事

会
議

◇
８
月
15
日　

と
ち
ぎ
Ｔ
Ｖ
「
イ
ブ

ニ
ン
グ
６
」
に
出
演
／
県
内
農
業

の
す
ば
ら
し
さ
を
訴
え
る
。

◇
８
月
18
日　

金
融
庁
訪
問
／
茂
木

敏
充
金
融
・
行
革
担
当
相
の
大
臣

就
任
を
祝
う
。

◇
８
月
20
日　

那
須
・
南
那
須
地
区

ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
長
会
議

◇
８
月
31
日　

日
光
市
所
野
で
総
合
防
災
訓

練
／
県
庁
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
防
災
ヘ

リ
「
お
お
る
り
」
に
乗
り
込
み
現
地
入
り
。

◇
９
月
12
日　

「
交
通
安
全
の
火
」
分
火
式

／
「
安
全
な
郷
土
づ
く
り
に
協
力
し
て
頂

き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
炬
火
台
に
点
火
。

◇
10
月
３
日　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

結
団
式
／
手
話
を
交
え
て
激
励
。

◇
10
月
９
日　

都
内
で
県
産
銘
柄
牛
懇
談
会

／「
実
力
あ
る
が
知
名
度
低
い
の
が
本
県
。

知
名
度
ア
ッ
プ
に
力
を
貸
し
て
」
と
挨
拶
。

◇
10
月
15
日　

県
と
仏
ヴ
ォ
ー
ク
リ
ュ
ー
ズ

県
、
友
好
交
流
協
定
締
結
／
「
両
県
の
新

し
い
時
代
の
幕
開
け
と
な
っ
た
」と
挨
拶
。

◇
11
月
18
日　

再
選
後
初
登
庁

◇
11
月
20
日　

日
光
市
小
来
川
／
県
道
小
来

川
文
挟
石
那
田
線
、山
口
橋
の
開
通
祝
う
。

◇
11
月
25
日　

東
京
の
Ｊ
Ｆ
Ａ
ハ
ウ
ス
で
鬼

武
健
二
チ
ェ
ア
マ
ン
と
会
談
／
増
資
達
成

と
支
援
継
続
を
報
告
し「
朗
報
を
期
待
」。

◇
12
月
２
日　

都
内
で
外
資
系
企
業
誘
致
セ

ミ
ナ
ー
／
「
本
県
へ
の
進
出
を
ぜ
ひ
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

◇
12
月
20
日　

北
関
東
自
動
車
道
・
真
岡
Ｉ

Ｃ
〜
桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
間
開
通
式
／
「
海
を

持
た
な
い
栃
木
に
と
っ
て
歴
史
的
な
出
来

事
。両
県
の
交
流
の
活
発
化
を
期
待
す
る
」

中
小
企
業
支
援
に
重
点

企
業
へ
の
資
金
支
援
を
要
請

新
生 

足
利
銀
行
ス
タ
ー
ト

５
県
知
事
会
議

県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰北京

五
輪
入
賞
５
選
手

　

7
月
1
日
、
平
成
15
年
11
月
に
破
綻
し
、

一
時
国
有
化
さ
れ
て
い
た
足
利
銀
行
が
、

野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
系
グ
ル
ー
プ
傘

下
で
約
4
年
7
ヶ
月
ぶ
り
に
地
域
に
密
着

し
た
金
融
機
関
と
し
て
再
出
発
し
た
。

　

栃
木
、
群
馬
、
茨
城
、
新
潟
、
福
島
の

５
県
の
知
事
に
よ
る
「
第
５
回
北
関
東
磐

越
５
県
知
事
会
議
」
が
７
月
28
日
、
群
馬

県
庁
で
開
か
れ
、
福
田
知
事
は
、
本
県
を

含
む
４
県（
栃
木
・
茨
城
・
群
馬
・
福
島
）

で
実
施
し
て
い
る
子
育
て
世
帯
向
け
の
優

待
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
「
足
利
市
な

ど
は
群
馬
県
の
店
舗
の
利
用
者
も
多
い
。

ど
の
県
で
も
使
え
る
よ
う
に
共
通
化
の
可

能
性
を
探
れ
な
い
か
」
と
提
案
。
協
議
の

結
果
、
本
県
で
来
年
開
催
す
る
同
会
議
を

め
ど
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
県
の
優
待
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
「
と

ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ
」
事
業
の
一
環
と
し
て

平
成
20
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
。
18
歳
未
満

の
子
ど
も
や
妊
婦
の
い
る
世
帯
を
対
象
に

優
待
カ
ー
ド
を
配
布
し
、
県
内
の
２
千
ヶ

の
３
本
柱
は
約
50
億
２
８
０
０
万
円
で
、

今
年
度
予
算
の
枠
内
で
対
応
す
る
。
残
り

の
13
億
４
４
０
０
万
円
は
、
来
年
度
分
の

公
共
工
事
の
前
倒
し
で
実
施
し
た
り
す
る
。

　

県
は
12
月
26
日
、
追
加
緊
急
経
済
対
策

と
し
て
、
臨
時
職
員
を
２
６
２
人
採
用
す

る
こ
と
や
、
中
小
企
業
向
け
の
融
資
枠
を

５
倍
に
拡
大
す
る
こ
と
な
ど
を
発
表
し
た
。

　

知
事
は
12
月
9
日
、
足
利
銀
行
の
藤
沢

智
頭
取
と
栃
木
銀
行
の
小
林
辰
興
頭
取
を

訪
問
し
、
年
末
年
始
に
向
け
て
企
業
の
資

金
需
要
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
中
小
企
業

の
資
金
繰
り
に
配
慮
し
、
円
滑
な
資
金
提

供
を
行
う
よ
う
要
請
文
を
手
渡
し
た
。

所
近
い
協
賛
店
に
提
示
す
る
と
、
買
い
物

な
ど
で
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

　

平
成
21
年
１
月
末
に
は
、
事
業
を
実
施

し
て
い
な
い
新
潟
県
を
除
く
４
県
の
実
務

担
当
者
に
よ
る
初
め
て
の
会
議
を
開
き
、

対
象
年
齢
な
ど
の
課
題
を
協
議
す
る
予
定
。

　

県
は
10
月
28
日
、
北
京
五
輪
で
８
位
以

内
に
入
賞
し
た
県
勢
５
選
手
を
県
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
悲
願
の
初
優
勝
を
飾
っ
た

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
染
谷
美
佳
（
白
鷗
足
利

高
・
デ
ン
ソ
ー
）、陸
上
男
子
50
㌔
競
歩
で

日
本
人
初
の
７
位
入
賞
を
果
た
し
た
山
崎

勇
喜（
さ
く
ら
市
在
住・長
谷
川
体
育
施
設
）

ら
が
出
席
。
福
田
知
事
は
両
選
手
と
代
理

出
席
の
親
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
我
が
国

の
選
手
と
し
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
広

く
県
民
に
希
望
と
活
力
を
与
え
て
く
れ
た
。

そ
の
偉
業
は
県
民
の
誇
り
で
あ
る
」
と
賞

状
と
記
念
品
を
手
渡
し
た
。
染
谷
は
「
自

分
の
で
き
る
こ
と
は
や
っ
た
。
い
い
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

そ
の
他
の
授
賞
者
は
次
の
通
り
。
▽
サ

ッ
カ
ー
女
子
4
位
安
藤
梢（
宇
女
高・浦
和

レ
ッ
ズ
）▽
野
球
4
位
成
瀬
善
久（
桑
中
・

千
葉
ロッ
テ
）▽
卓
球
女
子
団
体
4
位
平
野

早
矢
香（
鹿
沼
市
出
身
・
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

福
田
県
政
２
期
目
ス
タ
ー
ト
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牛のごとく着実に

◇
福
田
富
一
暮
し
と
政
治
研
究
所

　

宇
都
宮
市
江
曽
島
町
98
番
地

　

電
話 

０
２
８（
６
４
５
）５
１
０
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
４
５
）１
１
２
４

◇
福
田
富
一
後
援
会
総
連
合
会
事
務
所

　

宇
都
宮
市
馬
場
通
り
2
|
1
|
12

　

電
話 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８（
６
３
３
）１
１
１
０

編
集
後
記

11
月
の
知
事
選

挙
で
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
福
田
知
事
は
再
選
後
の
会

見
で
「
う
れ
し
さ
３
分
、
責
任
の
重

さ
７
分
」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

県
財
政
が
厳
し
い
中
、
２
期
目
の
県

政
運
営
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
『
初
心
』
は
こ
れ
か
ら

も
、
知
事
の
県
政
へ
の
取
り
組
み
や

思
い
、
日
々
の
出
来
事
な
ど
を
分
か

り
易
く
ま
と
め
て
皆
様
に
お
届
け
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
笑
読
下
さ
い
。

『
福
田
家
の 

茶
の
間
』

  

一
致
団
結
し
て
支
援
を
確
認

 

一
・
市
会（
親
戚
会
）

　

第
３
回
一
・
市
会
（
親
戚
会
）

が
、
７
月
６
日
午
前
11
時
か
ら
ア

ピ
ア
を
会
場
に
１
５
５
名
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
た
。
和
や
か
な
中

に
も
、
秋
の
知
事
選
挙
で
の
支
援

を
確
認
し
た
集
い
と
な
っ
た
。

11/16 再選を決め、万歳する知事と福田宏一会長（右）

10/30 告示の日 足利市内で

11
月
18
日 

初
登
庁　

正
面
玄
関
前
で

　

元
旦
、
夫
と
共
に
、
皇
居
・
正

殿
松
の
間
で
の
「
新
年
祝
賀
の
儀
」

に
参
列
し
た
。（
写
真
は
一
般
参

賀
の
御
立
ち
台
に
て
）
栃
木
県
は

御
用
邸
と
御
料
牧
場
が
あ
り
、
皇

室
と
の
御
縁
も
深
い

こ
と
か
ら
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
に
御
挨
拶

の
た
め
毎
年
参
内
。

５
回
目
の
今
年
は
、

特
に
再
選
後
と
い
う

こ
と
で
感
慨
も
深
く
、

初
回
と
同
じ
装
い
の

私
に
「„
初
心
を
忘

れ
ず
“
だ
ね
」
と
夫
。

気
持
ち
を
新
た
に
し

た
新
年
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

　

我
が
家
は
現
在
、
３
人
の
子
ど

も
達
が
そ
れ
ぞ
れ
社
会
人
や
大
学

生
と
な
っ
て
家
を
離
れ
て
お
り
、

夫
婦
二
人
の
生
活
だ
が
、
近
所
の

方
か
ら
頂
い
た
メ
ダ
カ
や
、
息
子

が
置
い
て
い
っ
た
グ
ッ
ピ
ー
、
黒

パ
グ
の
『
も
も
』
が
い
る
。

　

朝
新
聞
を
取
り
な
が
ら
メ
ダ
カ

の
氷
を
割
っ
て
あ
げ
、
夜
お
互
い

に
「
餌
や
っ
た
？
」
と
確
認
し
な

が
ら
グ
ッ
ピ
ー
に
餌
を
あ
げ
る
。

『
も
も
』
は
相
変
わ
ら

ず
や
ん
ち
ゃ
で
可
愛
く
、

言
葉
を
良
く
理
解
す
る
。

い
つ
も
私
達
の
そ
ば
を

離
れ
な
い
。そ
ん
な『
も

も
』
は
家
族
の
一
員
で

あ
り
、
私
達
の
癒
し
と

な
っ
て
い
る
。

　

改
め
て
、
昨
秋
の
知

事
選
挙
で
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
て
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
に
伺
っ

て
も
良
く
し
て
頂
き
、
一
生
懸
命

応
援
し
て
下
さ
る
皆
様
の
気
持
ち

が
嬉
し
く
有
り
難
く
思
い
ま
し
た
。

こ
の
ご
恩
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

福
田
富
一
知
事
が
再
選

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

後
援
会
の
皆
様
に
は
本
年
も
よ
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
11
月
の
知
事
選
に
お
き
ま
し
て
は
各
地
区
後
援
会
の
会

長
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
格
別
な
る
ご
支
援
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
陰
さ
ま
で
、
福
田
富
一
知
事
は
再
選
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
、
今
後

4
年
間
再
び
県
の
ト
ッ
プ
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回

の
知
事
選
を
総
括
し
ま
す
と
、
４
２
万
６
３
３
６
票
が
多
い
か
少
な
い
か

と
な
り
ま
す
が
、
投
票
率
こ
そ
３
２
．２
８
%
で
低
い
の
で
す
が
、
４
年
前

よ
り
３
３
０
票
少
な
い
だ
け
で
、
雨
が
降
っ
た
り
相
手
が
共
産
党
で
あ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
よ
く
や
っ
た
得
票
数
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

選
挙
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
準
備
に
1
年
以
上
を
か
け
、
県
会

議
員
の
先
生
方
を
中
心
に
旧
49
市
町
村
に
地
区
後
援
会
を
立
ち
上
げ
て
い

た
だ
き
、
国
会
議
員
・
市
長
・
町
長
・
各
種
団
体
か
ら
も
支
持
を
と
り
つ

け
て
の
現
職
ら
し
い
組
織
力
を
活
か
し
た
選
挙
で
し
た
。
さ
ら
に
は
、
知

事
自
ら
１
０
０
ヶ
所
以
上
の
ミ
ニ
集
会
を
重
ね
て
い
き
地
道
な
草
の
根
運

動
を
し
た
か
ら
こ
そ
多
く
の
人
達
か
ら
応
援
や
支
持
を
得
ら
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
後
援
会
の
役
員
の
皆
様
と
ご
相
談
の
上
、
今
回

新
し
く
立
ち
上
が
っ
た
49
の
地
区
後
援
会
の
維
持
拡
大
を
し
て
い
き
、
1

人
で
も
多
く
の
会
員
を
獲
得
し
て
、
後
援
会
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し

て
い
き
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
今
年
も
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ご
支
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福　

田　

宏　
一

福
田
富
一後
援
会
総
連
合
会
会
長

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　毎年恒例のハイキングは７月13日、
23回目にして初めての那須茶臼岳へ。
　朝６時半、150名余は３台のバスに
分乗して出発、一路那須へ向かった。
ロープウェイ山頂駅から二手に分かれ
て、盛夏の太陽と清涼な風の中、山頂
を目指した。晴々とした360度の絶景
を満喫しながら思い思いの場所で持参
のお弁当で昼食。心身に癒しと活力を
たくわえた１日となった。

快晴のもと  茶臼岳ハイキング

　毎年12月の第１日曜日に開催されて
いる『もちつき大会』。26回目の今年
は7日、小春日和のおだやかな天候に
恵まれ、家族連れなど1,500名を超え
る参加者の賑わいに、もちをつく人、こ
ねる人、あんこ・きな粉・納豆・大根
おろしでもちをくるむ人、漬け物を切
る人など、作業の担当者は嬉しい悲鳴。
大勢のご参加は、２期目当選を果たし
た知事への祝意と思われた。

1,500名が参加して  もちつき大会


